
 

 

〈２０１０年度の学校経営〉 

◆ 〔教育目標〕 

地域で育まれ、生きる力を持った中筋っ子の育成 

 

「生きる力」： 

○ 基礎・基本を確実に身に付け、いかに社会が変化しようと、自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体

的に判断し、行動し、よりよく問題を解決する資質や能力 

○ 自らを律しつつ、他人と共に協調し、他人を思いやる心や感動する心などの豊かな人間性 

○ たくましく生きるための健康や体力 

 

めざす子ども像 

① なかのよい子ども             

② かしこい子ども 

③ すこやかな子ども 

④ じっこうする子ども 

 

めざす学校像 

① 社会の変化に柔軟に対応できる学校 

② 子どもたちを家庭、地域と共に育む学校  

③ 教育情報を公開、共有できる学校           誰もが 

④ 特色ある教育活動を実践できる学校         「行きたい、行かせたい」 

⑤ 教育環境を整え、明るく清潔で潤いある楽しい学校     信頼される学校 

⑥ 教職員が互いに高まり合う学校 

 

◆ 本年度の重点教育目標 

 

① 基礎基本の定着と学力の向上 

＊  朝学習や基礎の時間の充実と「分かる・達成感のある」授業づくり 

＊  知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力の育成 

＊ 主体的に学習に取り組む態度の育成 

＊ 全国学力・学習状況調査〔6 年生〕、標準学力調査〔２～５年〕の分析結果への対応 

② 子ども相互の関わりづくり 

＊ 個々のよさを生かされる集団づくり 

＊ 授業や学級経営、異学年交流、福祉交流学習を通した人権意識の高まりを期待 

＊ Q-U テストの分析・活用、構成的グループエンカウンターの工夫・充実 

    ＊ 縦割り班活動を利用した児童の意識改革 



 

 

③ 子どもや保護者、地域のニーズに対応した教育活動の展開 

＊ 社会の変化への対応、「子どもが主人公」という認識のもと 

＊ 学校評価の結果を活かした教育活動 

＊ 新学習指導要領の完全実施（平成２３年度）に向けた教育活動の編成 

＊ 地域教材、人材を活かした教育活動 

④ 子どもたちの基本的生活習慣の改善 

＊ 「早ね早起き朝ごはん」運動の展開（毎月の生活がんばり調べの実施） 

＊ 家庭への啓発と課題のある子どもや家庭への対応 

＊ 「決まった時刻に、決まった場所での家庭学習」の奨励 

⑤ 小学校と中学校との連携の強化 

    ＊ 小学校から中学校へのスムーズな接続（授業参観と授業交流） 

＊ 家庭学習習慣化への合同研究推進 

＊ 9 年間での子どもの育ちをみとる体制づくり〔小中連絡協議会〕 

⑥ 開かれた学校づくりの推進 

＊ 「中筋子どもと共に育つ会」「中筋タウンポリス」「子ども見守りたい（隊）」との 

よりよい協力体制づくり 

＊ 学校の教育情報（課題を含む）の発信と共有、解決に向けての協働体制づくり 

＊ 子どもを中心にした学校・学級・担任と家庭との連携、気軽に話し合える保護者と

の信頼関係づくり（日々の情報交換を密に、学期ごとの学級・個人面談での意思疎

通、学級通信を通した学級情報の公開） 

 

 

◆ 学校教育目標の具現化に向けて 

 

「生きる力」を高める教育活動を創りだそう！ 

 「生きる力」とは将来、自分で自分の生きる道を築き上げていくためのもとになる力 

 

○ 基礎基本の定着、学力向上を目指し、授業の質を高めよう！ 

＊ 学力向上のキーワードは『授業づくり』⇒教材研究と外の目（外部講師）の活用 

＊ 重点として、「聞く・話す力」「読み取る力」の育成を中心として 

＊ 「結果としての学力」だけでなく「過程としての学力」も大切に 

＊ 「教えて考えさせる授業」の展開 

 

○ 自尊感情を高め、柔軟な人間関係を築ける教育活動を展開しよう！ 

  ＊ 子どもや地域の実態に即し、全教育活動を通した人権教育、道徳教育の推進 

  ＊ 発達段階に応じた生活や学習のルールづくり、規範意識の確立 

  ＊ 多種多様な人間関係づくりの場の工夫・改善と評価 



 

 

○ 子どもを中心に学校、家庭、地域の連携を高めよう！ 

＊ 「子どもが主人公」を基盤とした中筋小の子どもの現状報告と協力体制づくり 

＊ 基本的生活習慣の確立と多様な体験の場づくり 

  ＊ 家庭・地域・学校教育の役割の明確化、家庭⇔学校⇔地域間の信頼関係づくり 

＊ 学校評価を考慮した教育活動の展開 

 

○ 教室や学校を開き、オープンな教育を推進しよう！ 

＊ 開かれた学校づくり推進委員会 

＊ 学級王国⇒オープンな学級・学校へ 

＊ 学校・学級・保健便り、学校ＨＰの内容充実と情報発信 

＊ 学校教育施設・設備の地域への開放 

＊ 個人の教育情報を学校全体の情報へ 

☆ 全体に提起・提案した文書類⇒教職員個人フォルダー〔個人名の中へ〕 

 

○ 小中の連携を高め、9年間を見通した教育を創造しよう！ 

＊ 小中の違いを違いと認め、互いに尊重できる小中連携教育の推進 

＊ 様々な情報の共有（09 年度全国学力調査・家庭環境・生活実態調査・Q-U 検査等） 

＊ 家庭学習の習慣化への共同研究推進 

 

そして、最後に 

○ 教育プロ集団としての自覚を持ち、互いに高まり合う集団を目指そう！ 

＊ 校内外に広く研修の場を求め、自らの資質向上に励む 

＊ 穏やかさと厳しさが同居した職場集団 

＊ 学校予算の計画的・効率的な編成と適切な執行、教材・教具の有効活用 

  ＊ 風通しのよい職場、教育活動を改善創造できる職場、柔軟な発想を持った職場 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

教育目標具現化の構想 

 

 

 

 

 

 

 

ベースとその上に積み上げてきたものから得られるもの 

 

 

 

 

 

 

  

ベースの上に積み上げていきたいもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベースとなるもの 

 

 

 

健康づくり 

体力づくり 

 業前運動・体育・運動の生活化 

 保健指導・発達段階との適時性 

生活習慣づくり 

 生活実態調査・学力との相関 

 個人面談、家庭への啓発 

 「早ね早起き朝ごはん」運動 

学校教育目標 

      地域で育まれ、生きる力を持った中筋っ子の育成 

学力づくり 

◆授業 

◆基礎学習 

◆学級経営 

◆家庭学習 

心づくり 

 生活 

 人権教育 

 総合 

 道徳 

関わりづくり 

 学級経営 

 授業 

 特別活動 

 キャリア教育 

 異学年交流 

地域観づくり 

 生活・総合 

 社会 

 学校行事 

 特別活動 

 キャリア教育 

 

 

豊かな人間性 

 

 

確かな学力 

 

 

主体性 



 

 

 学校教育目標 

      「地域で育まれ、生きる力を持った中筋っ子の育成」 

四万十市教育行政方針 
 教育を取り巻く情勢は、地方分権や構造改革の流れが加速する中、これまでの枠組みを超えた弾力的な教育活動の流

れ、そして新教育基本法の成立など、地方の教育界にも大きなうねりが生じています。また、日本の人口は平成１７年以

降減少傾向に転じ、地方での高齢化や少子化はますます進行していくものと見込まれます。 

 このような教育を取り巻く環境が大きく変化する中、全国的に子どもに対する凶悪事件や青少年犯罪の多発、さらには

不登校やいじめ問題そして子どもへの虐待など、教育に関わる諸問題が広がっています。 

 四万十市では、現在を平成１７年４月１０日発足の新市にふさわしい四万十市教育行政の礎構築期として認識し、今

後の教育環境の充実を目指しています。 

 学校教育においては、これまで進めてきた土佐の教育改革の成果を活かし、これからの四万十市の将来により実りある

施策として結びつくような活動に取り組みます。子どもたちの健全な成育を目標に「確かな学力」と「豊かな心」を身につけ

ることによって、子どもたちに「生きる力」を育むことをねらいとして、基礎・基本の徹底と学力の向上にあわせて、自らを律

し、他人と協調し、心豊かな人間性を培う特色ある教育活動を目指します。 

 また、郷土を知り、郷土を愛し、郷土に誇りもてるような子どもたちを育成していくために、学校・家庭・地域がさらに連

携を深め、子どもたちを地域で育む運動を推進します。  
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            ＊すこやかな子ども                      ＊じっこうする子ども 

研修主題 

『確かな学力を身につけ、主体的に行動できる児童の育成』 

１年  ●なかよくできる子（なかよく助け合う）  ●かんがえる子（しっかり聞き、自分の考えをはっきり   

      言える）    ●がんばる子 （自分で考え最後までやりとげようと頑張る） 

２年  ●人の話をよく聞く    ●なかよく助け合う   ●最後まで頑張る    

３年  ●やさしい子      ●元気にがんばる子      ●しっかり聞く子 

４年  ●人の話をしっかり聴く子ども   ●友だちとなかよくできる子ども     

    ●あきらめず、最後までがんばる子ども               

５年  ●自分・友だちを大切にする     ●話を聴き、考えて行動する 

         ●最後まで頑張る 

６年 ●最上級生としての自覚と責任を持ち、自分で考えて行動する     ●仲間を大切にする 

    ●何事にも一生懸命取り組める 
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学校経営構想図 


